
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)アの頂点 B が(2×10=)20cm動いたとき，すなわち，正方形の中に{20-(6+9)}=5cm入って 

  いる状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求める面積は，右の赤枠部分で， 長方形 PBTR からエの三角形を引いたものです。 

 三角形アとウ，エ，オは全て相似ですから，  

高さと底辺の比は， 12cm : 6cm = 2 : 1 です。 

 上の図のエの三角形において， 

  RS=(8-6=)2cm  RQ=(2x
1

2
=)1cm 

  エの面積は， 2×1÷2＝1(cm2) 
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したがって，求める面積は， 

  8×3－1＝23(cm2) 

23cm2 

5年下第 9回例題    テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル            その 6 

  

 


